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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢者大学での仲間づくり（集団形成）が、健康長寿を目

指した高齢者の QOL 向上のために与える影響について明らかにすることを目的にした。 
結果、高齢者大学で形成される集団は高齢者大学の教育目的（社会参加）を集団規範として形

成され、新しい価値の取得と仲間との共有化によって、修了後の活動展開を活発化し、結果、

生活満足度を高めることを実証的に明らかにした。 
研究成果の概要（英文）： In order to investigate the make friends within the class of senior 
college has an positive effect for senior peoples QOL improvement . 
The norm of the friend group in the senior college is made by the purpose of senior college 
education  and the group members has common value . 
And the common value activate the senior people’s  social participative activity and 
positive  effect  for subjective life satisfaction  
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１．研究開始当初の背景 

わが国の高齢者の割合は、2013 年に人口の

23％を占める超高齢社会をむかえた。これら

の社会で高齢者の QOL（Quality of Life）の

向上に努めることは、現在の高齢者にとって

だけでなく、これからの高齢者や社会全体に

とっても重要な課題である。 

高齢者個々人の QOLを高めめるための介入の

一つが、高齢者を対象として民間、行政、NPO

団体などさまざまなところでおこなわれて

 



いる高齢者のための学習講座である。そして、

それらの学習機関で学んだ高齢者は修了後、

地域施設で高齢者相互支援、障がい者支援、

子育て支援、異世代交流、環境問題、町おこ

しなどの活動を展開するという成果をあげ

ている。しかし、高齢者が学習講座に参加す

ることで、QOL を高めることが出来るのは高

齢者の何が変化したのかという媒介変数に

ついての検討がなされていない。 

２．研究の目的 

研究代表者は、これまでの研究から、高齢

者大学での仲間づくりが高齢者の QOL向上に

影響を与えることを明らかにしているが、高

齢者大学という学びの場で形成される仲間

づくりの規範を形成しているのは、高齢者大

学の教育目標ではないかということ、その目

標が、社会参加活動という目標であれば、社

会参加への移行が高くなり、結果、主観的満

足や健康増進・維持に影響を与え、QOL の向

上へと結びついていることを検証すること

を目的とする。 

３．研究の方法 

本研究の調査協力者として、NPO 法人大阪

府高齢者大学校の受講者を対象に、入学間も

なくと修了時に 2度調査を行うことを 3年間

行った。（受講者 平均 1000 名 1 年間の

受講 約 40 講座開設） 

調査協力校の教育目標は、修了後の「社会貢

献活動」（プロダクティブエイジング）であ

ることから、プロダクティブエイジング意識

の測定尺度を開発し、講座学習という介入に

よって、仲間づくりやプロダクティブエイジ

ング意識の変化について、さらに変化と参加

意欲、主観的満足度の関係について分析を行

った。 

４．研究成果 

研究１：健康な高齢者のサクセスフル・エ

イジングのための生き方としてプロダクテ

ィブ・エイジングの可能性を探るために、「次

世代への社会貢献」「自己成長因子」「精神的

充実因子」「地域・仲間への貢献因子」から

なるプロダクティブ・エイジング志向性尺度

を開発した。 

開発された尺度について、イノベーター普及

理論を用いて「イノベーター」「初期少数採

用者」「前期多数採用者」「後期多数採用者」

「採用遅滞者」に類型化するカットオフポイ

ントを算出した。 

類型化はポジティブ感情とプロダクティ

ブ・エイジング活動を予測し、１年間の高齢

者講座は「前期多数採用者」「後期多数採用

者」「採用遅滞者」をより高い志向性の類型

に変化をさせる影響を持つことが明らかに

なった。 
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研究２：高齢者による高齢者のための高齢者

大学における仲間づくりと社会参加活動に

ついて基礎的資料を得る目的で行った。調査

協力者は行政主導で行われてきた高齢者大

学修了者 657 名である。結果、高齢者大学は

仲間を作ること、社会貢献についての重要性

（プロダクティブ・エイジング志向性）を学

ぶことに影響を与えた。修了者の生活満足度

は、仲間の存在、プロダクティブ・エイジン

グ志向性、健康、社会参加活動と関連してい

ることが明らかになった。 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研究３：プロダクティブ・エイジング志向性

が高齢者のための 1年間の講座参加によって、

変容するのか？また、その変容は受講する講

座内容に影響を受けるのか？変容は、プロダ

クティブ・エイジング志向性のどのカテゴリ

ーレベルでも同じように起きるのかについ

て明らかにすることを目的とする。調査協力

者は高齢者のための学習講座参加者 371 名 

年齢平均 67.33歳 健康状態良好者 75.2％ 

経済状態普通以上 73.5％ 

 

方法は、受講前と受講後に質問紙法で実施 

結果は（１）講座受講前と後では、プロダク 

 

高齢者大学での学び 

仲間作り 社会貢献意欲 

ティブ・エイジング志向性得点は全体として

は向上する。しかし、カテゴリーでみると、

少人数であったアーリーアダプターは牽引

力とならず、より低いカテゴリーの多人数の

方向に引き込まれていた。（２）受講講座の

内容によっても変容は異なっている。（３）

各カテゴリーから次のステップへの変容に

は違いはなく、キャズムは見られなかった。 

.14 .12 

生活満足 .16 

社会参加活動 健康 

.36 .25 

.19 

年齢 修了後年数 

講座 -.16 
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本研究全体の結論として、高齢者大学の仲間

づくりは、高齢期というライフステージの中

で新たな価値観を共有することが求められ

ていること。その価値観を提供することを可

能にするのが高齢者大学という学びの場で

あり、教育提供機関の掲げる学びの目標は、

共有化する価値の規範形成にとって重要な

働きをすること、さらに、その規範は講座修

了後の活動にも影響を与えることが明らか

になった。 
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